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AWG-2000シリーズ：微弱信号の生成 
 

 
   
  

はじめに 
Active Technologiesの AWG-2000 シリーズには、DACの解像度を犠牲にすることなく非常に低い振
幅の信号を生成できる、10 倍のアッテネータが内蔵されています。 
小振幅の信号を生成しなければならない場合、計測器に内部減衰器が装備されていないと、波形が
DACの最下位ビットによって生成される可能性があります。 
 
AWG-2000任意信号発生器は 16bitの垂直分解能と、50Ω負荷に対して 6Vpp のフルスケール・レンジ
を持っています。分解能（DACステップサイズ）は 6Vpp / 2^16 = 0.09155 mVです。 
アッテネータを OFFにした場合、1mVppの振幅の波形で DACは 4bitしか使用しません。 
アッテネータを ONにした場合、DACのステップサイズは 6Vpp / 2^16 = 0.09155 mVになりますか
ら、振幅 1mVppの正弦波を生成する場合、DACは 7bitを使用することになります。 
 
これらの考慮事項を、優れた高調波歪みを備えたアナログのフロント・エンドと組み合わせると、非
常に低い振幅で優れた S/N比を持つ信号を生成できるようになります。 
 

微弱信号 
現実世界の心臓信号は、通常、振幅が非常に低く、数ミリボルト以下になることも少なくありませ
ん。これは、AWGの最小振幅の設定は通常 10mV～1mVであるため、AWGを用いたシミュレーショ
ンにおいては問題となります。AWGを最小振幅で使用すると、S/N比が問題となる可能性がありま
す。 
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この問題を克服する 1 つの方法は、AWGの出力に分圧器を使用することですが、分圧器を構築する場
合には、分圧器の出力信号の振幅精度は分圧器に使用される抵抗器の精度に依存することを覚えてお
く必要があります。 
 
Active Technologies AWG-2000 シリーズは、内蔵の 10 倍アッテネータとアナログ出力ステージを使
用することでこの問題を克服し、非常に高い信号忠実度を実現します。 
 
本書では、スペクトラムアナライザとオシロスコープを用いて、非常に低振幅の信号に対していくつか
の測定を行っており、様々なテストと結果を、以下の図でご覧いただけます。 
 
信号が「小さすぎる」場合、オシロスコープのバックグラウンド ノイズが信号振幅に匹敵することに
注意してください。 
 
1. AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 2mVpp | アッテネータ ON | スペクトラムアナライザ 
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2.  AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 0.2mVpp | アッテネータ ON | スペクトラムアナライザ 
 

 
 

 
 

 
3.  AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 0.02mVpp | アッテネータ ON | スペクトラムアナライザ 
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4.  AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 2mVpp | アッテネータ OFF | スペクトラムアナライザ 
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5.  AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 5mVpp | アッテネータ ON | オシロスコープ 
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6.  AWG-2000 | 正弦波 | 振幅 0.5mVpp | アッテネータ ON | オシロスコープ 
 

 
 

 
 

重要：信号が「小さすぎる」場合、オシロスコープのバックグラウンド ノイズが信号振幅に匹敵する
ことに注意してください。 
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まとめ 
Active Technologies AWG-2000シリーズの最高級ハードウェア・アーキテクチャと内蔵 10倍アッテ
ネータを組み合わせることで、現実世界の非常に低い振幅の信号を生成する必要がある場合には、比
類のない性能と高い信号忠実度を実現し、エンジニアや研究者の作業を簡素化する理想的な任意信号
発生器となります。  
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